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一般会計予算案の内訳

令和 4年度当初予算案
令和4年度は、特にコロナ禍でさらに顕在化した課題への対応と、市民生活を将来にわたって
支えるために堺の成長をめざす取組を重点項目として掲げています。
　

堺の未来を創る

財政課（☎228-7471　℻228-7856)

全体規模

「子どもの貧困」「貧困の連鎖」の解消

当初予算案の重点項目

新型コロナウイルス感染症対策

前年度比＋22億円（＋2.5%）
料金収入などで運営している
水道・下水道事業の会計　

前年度比＋31億円（＋0.7%）
福祉や教育など基本的な事業を
行うための会計

前年度比＋43億円（＋1.7%）
国民健康保険や介護保険など
特定の事業の会計

一般会計

特別会計

企業会計

2,540億円

889億円

4,267億円
新型コロナウイルス感染症対策経費などの増加により一般会計の予算規模は増加

堺の未来に向けた挑戦！ 深刻化する環境問題に立ち向かいます！　

将来に希望が持てるよう支援！　 人生100年時代の健康を応援！　

さらに強化し、確実に取り組みます！　

○ひとり親家庭の自立支援などに向けたさらなる拡充
・SNSを活用して就業まで一貫した支援を受けられる仕組みを構築
・保護者対象の自立支援セミナーの開催や
その子どもの家庭学習を支援
・寄附食品の提供やファイナンシャル
プランナーによる家計相談を実施

健康長寿の実 現

○高齢者のデジタル機器の活用をサポート
・市の健康施策や支援につながるように、スマートフォンなどデジタル
機器の活用をサポート

○文化・スポーツ施設での社会参加の促進
・65歳以上を対象として、さかい利晶の杜の観覧料や文化会館の講座
初回受講料、体育館トレーニング室の初回講習料を無料化

カーボンニュ ートラルの実現
○ナッジ×デジタルによる環境行動変容の促進
・都市OSを活用したナッジ（後押し）の働きかけや評価ポイントの付与
により、脱炭素型のライフスタイルを推進

○家庭向けスマートエネルギー機器などの導入促進
・電気自動車、燃料電池自動車の導入費用の一部を新たに補助

○堺・モビリティ・イノベーション（SMI）の推進
・都市魅力を向上させ、新しい堺の都市ブランド
を構築する「SMIプロジェクト」推進のため、
公共交通の利用促進や自家用車からの利用転換
に向け、交通量調査・実証実験などを実施

DX（デジタルトランスフォーメーション）の推進
○都市OSの活用検討
・多様なデータの連携や蓄積、活用による効果的な住民サービスの提
供に向けて、府と連携し、都市OS（都市が抱えるデータを集積・分析
するデータプラットホーム）の活用の検討や実証を推進

○追加接種（３回目接種）などワクチン接種体制を整備
○自宅療養者への支援として、自宅療養等応援パック
　の配送や医師による健康相談を実施
　

○感染症患者の搬送体制や検査・相談体制を確保
○人材派遣職員の活用などによる保健所の体制を強化

　

○市民課窓口にキャッシュレス決済をモデル導入
・利便性の向上と感染症拡大防止のため、堺区で実施

○中小企業のDX支援
・産業DX支援センターの開設及びデジタル化への投資に対する補助
を全業種に拡充

○さかい女性の就職応援プロジェクト
・女性の潜在求職者を掘り起こし
・市内企業の女性活躍に向けた意識改革などを支援

問

○健康アプリを活用した生活習慣の改善　
・大阪府の健康アプリ「アスマイル」に堺市独自の
ポイントを付与して、自主的な運動習慣や健康診断
の受診等を促進

歳出

歳入

市債
(借入金)
372億円
　

国庫・府支出金
1,379億円
　

その他
662億円

市税
1,517億円
　

地方交付税
337億円

福祉サービス
1,959億円
　

教育振興
646億円
　

道路・
公園整備
398億円

借入金
返済
394億円

保健・
ごみ処理等
326億円
　

その他
198億円

スポーツ振興・総務的
経費　346億円

堺市の財政収支見通し

組織体制を強化

区役所の機能を強化

堺市基本計画2025や堺市SDGs未来都市計画の取組を着実に推進し、堺市財政危機脱却
プラン（案）に掲げる効率的な事務執行体制を構築するため、4月1日付けで組織改正を予定し
ています。　　行政管理課(☎228ｰ8632　℻228-1303）

市政運営の大方針「堺市基本計画 2025」 目標達成に向けた取組

ゼロ予算事業

多様な人材が働ける環境整備の
ため、セミナーを開催
 　　

堺独自のデザインを楽しみながら、
健康を増進

障害理解を深める関連研修動画
を作成し、市内企業などへ提供

その他の施策は
市ホームページで
お知らせしています→

障害理解の促進・啓発

 　　

　

財政収支不足の見通し

 　　

　

基金残高の見通し

 　　

　

企業への女性活躍推進セミナー　　　

 　　

　

デザインマンホールを
巡るウォーキングイベント

中百舌鳥イノベーション創出拠点の形成
　・企業・大学・地域などとともに、社会課題解決などのプロジェクトの

創出に取り組み、広く発信
・事業の成長を加速化させるアクセラレーション・プログラムや新し
いビジネスアイデアの実証支援を実施

校区自治会活動推進補助金　
・地域の実情に応じて、有効に活用できるように補助金を統合
・申請手続きの簡素化や窓口の一本化により、地域の事務負担を軽減
し、自治会活動や防災・防犯活動を効果的に支援

堺の歴史文化の活用・継承

　
　

中世の堺をテーマに茶の湯文化をはじめ、堺ゆかりの先人や伝統文
化・産業を広く発信し、観光誘客や市内周遊を促進

多子世帯の保育料負担を軽減
　第3子以降の子どもと低所得者世帯の第2子の0～2歳児の保育料を

市独自に無償化

創意工夫により、予算をかけずに市民サービスの向上をめざします
　

・最高デジタルトランスフォーメーション責
任者(CDXO)に、市長が就任
・ICT推進担当課長と情報インフラ担当課長
を「DX企画担当課長」と「システム活用担当
課長」に再編

※CDXO：Chief DX Officer

・商工労働部を「産業戦略部」に改称し、「中百
舌鳥イノベーション創出拠点担当課長」を
新設
・地域産業の生産性向上を図るため、商業流
通課とものづくり支援課を「地域産業課」に
再編

・未来を創るイノベーティブ都市の実現に
向け、都市再生部を「都心未来創造部」に
改称
・同部に交通部から東西交通担当課長を移
管し、「SMIプロジェクト推進担当課長」に
改称

・2050年カーボンニュートラルの実現に向
け、環境都市推進部を「カーボンニュートラ
ル推進部」に改称

地域の特性に応じた取組を効果的に実施で
きるよう機能を強化します

・新型コロナウイルス感染症対策など、複雑・
多様化する保健所業務に迅速、円滑に対応す
るため、保健所を局直轄組織化

行政DXの推進 戦略的な産業政策の推進 堺･モビリティ･イノベーション（SMI）の推進

・小中一貫の教育体制を構築するため、 「学
校改革推進室」（課相当）を新設
・カリキュラムの改善を図るため、学校指
導課を「教育課程課」に改称

自主性・自律性に富んだ学校園への変革環境先進都市の実現 保健所の機能強化

・水賀池公園の機能強化と、民間活力導入によ
る拠点施設の整備に向けて、中区役所に「深
井駅周辺地域活性化推進室」（課相当）を新設

・区の実情を踏まえた防災体制強化のた
め、堺区役所に「防災推進室」（課相当）を
新設（モデル実施）

防災機能の強化 深井駅周辺地域を活性化

問

当初予算の編成にあわせて、財政収支見通しを更新しました。
前回の見通しと比べ、堺市財政危機脱却プラン（案）の取組の反映

や市税などの増加により、収支不足額や基金残高の見通しが大きく改善しました。しかし、令和5年度以降、毎年度5～40億円程度の
収支不足が見込まれ、目標とする令和12年度の収支不足解消には至っていません。
財政危機脱却のためには、同プラン（案）の取組を着実に進めるだけでなく、市民の皆様のご理解、ご協力のもと、更なる見直しが必要です。
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収支均衝

前回から改善するも
収支不足解消には至らず
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